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町における大区画圃場の水管理、地下灌漑手法等の技術指導 

妹背牛町で平成 22 年度から実施されている国営農地再編整備事業｢妹背牛地区｣では、

水田圃場の大区画化に伴って地下水位制御システムの導入が進められています。 

妹背牛地区では、寒地土木研究所も参画した 15 機関･団体による総合的な調査｢高生産

性水田輪作システム実証調査｣が展開され、大区画圃場における新たな営農技術、水管理

手法として、資源保全チームの｢地下灌漑における土壌養分制御技術に関する研究(H23～

27)｣と水利基盤チームの｢田畑輪作を伴う大区画水田における灌漑排水技術と用水計画手

法に関する研究(H23～27)｣の成果を現地で技術指導してきました。 

平成 27 年度は研究の最終年となることから、これまで技術指導してきた内容について

北海道開発局札幌開発建設部深川農業事務所、妹背牛町、もせうし町土地改良センターの

主導で営農マニュアルとして取りまとめられました。 

今後も、地元関係機関や篤農家※により、技術指導の成果が発揮されていきます。 

 
図-1 技術指導の状況 

 

 
図-2 営農マニュアルの表紙 

 

 
図-3 資源保全チームの研究成果の一部 

 

 

 
図-4 水利基盤チームの研究成果の一部 

 

※ 篤農家(とくのうか)｢熱心で，研究心に富んだ農業家。｣ 

 




